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1沿　革
大正6年
昭和4年11月

昭和5年4月

昭和8年4月

昭和8年12月

昭和22年3月
昭和26年4月
昭才ロ30年11月

昭和37年7月

昭和39年2月

7月

8月

昭和40年3月

4月

昭和43年3月

昭和43年4月
昭和45年4月
昭和鳩年4月

昭和50年4月
昭和55年9月
昭和60年3月

平成2年11月

平成4年4月

平成15年4月

平成16年4月

要

県商⊥課に窯業技術者1名を置き、窯業技術の改良、研究、指導を行うゥ
上演佐見村の村有建物を借り受け、長崎県漁業技術指導点駐在所を開設する。
指弾菜箱の強化と施設設備の充実をはかり、長崎県窯業指導所を創設する．
“晩見汝7名）

東彼杵郡折尾糊付（現、佐世保市三川内町）に折尾瀬分場を開設する。
（職山数2（〉名）
窯業指猟所長丑家及び共同作業場を建隈する。
長崎県美術工業陶願器研究所を佐世保ポニ川内町に創設する。
長崎県窯業技術伝習所を設置する。
機構改科こより長崎県美術工蕃陶磁猥研究所を統合する。
長崎県窯業指導所の設億規則の改正により1製2科制となる。
総務課、試験科、指導料（職員数22名）
新庁舎、研究機建設起工式
研究棚落成
（鉄筋コンクリート2階建、延面積880ポ）

本館建設起工式
本悦落成
（鉄筋コンクリート2階建、延面積6現ポ）

長崎県窯業技術センターと名称を変更する．
開放試験室、陳列室落戚

（鉄筋コンクリート2階建、延面積161nf）
デザイン科を新劇する。
試作科を新設する。
長崎県窯業試験場と名称を変更する。

試作科を廃止する。
長崎県窺塗試験場創立50J旬年記念式典を行う。
窯業試験場の盤偏強化を図るため「長崎県工業系試験研究機関再編整備委員会」

を改挺し堤言が守了われる。
新庁舎屈」＿式

新庁舎落成
（敷地面積20，呂48ポ、建物延面積5．693ポ）

長崎県褒菜技術センづトーと名称を変更する。
次長職が設けられ、材料開発科、技術指弾科、デザイン惜粗科と科名を変更する。
県内7公設試を統絆する科学技術振興課へ移管、センターの組織を改組し、研究
企画鎚、研究開発科、応用技術科及び陶磁器料を新設ナる。
センターの，阻織を改∫阻、応用技術科を研究開発科に統合し、2課2科制とする。



2某局内容
陶磁器蕊滋ならびに無機材料関係の産嚢を支援するた桝こ、‡許究閑発・技術相蔽・依頼試験・人材

養成・情報発信などの業務を実施しているト
（主な業務）
（1）研究業務

陶磁器産衆を支援するため、ライフスタイルや社会情勢の変化に対応した、鏡争力のある製品閑雅・
技術開発を行う。また、新事業．新産業を創山することを目的として、新素材や新プロセスを用い
た製品を開発するゥ　さらに、産学官との共同研究により開発のスピードアップをはかる。

（2）技術支援
陶磁器や無機材料全般に関する技術相洪に応じている。また、製品試作や研究に必要な設備機器

の開放を行っている。さらに、人材袈成のための各種研修や情報鎚供を実施している。

（3）依頼試験
企業や団体からの依ま削こよる、各種材料や製品の分析・測定・機能に関する試験を実施している。

3組　　織

（平成18年4月1日現在）

研究企画課（研究方針の企画・研究推進・評価、科学技術振興牒・大学等
との通解調整薬務）

研究開発科（新しい素材やプロセスの開発による新製品開発に係る業務）

研究企画課（研究方針の企画・研究推進・評価、科学技術振興課・大学等

との連絡調整芦璽削

研究開発科（新しい素材やプロセスの開発による新製品開発に係る業務）



4職員の配置・職員名簿

平成1経年4月1日現在

成　　　 員 現 員

課 （科 ） 別 配 同 状 況 （現 尺 ）

所 長 次 長 総 務 課 研究企蔚 毘 研 究開発蒋 陶 磁 符 科

一事凝 吏 員

技 術 吏 員 （研 究 員 ）

3

12 （3）

1

1

2

1

（3）

1

6 5

　 （技 師 ）

嘱 託 1 1 （非 才；㌢勒 ）

3

3

】

1

2

計 2 1（3） 1 1 3 1（3） 8 7

所　　　 属 職　　　 名 氏　　　　　　 名

所　　　 長 福　 相　 育英 7

次　　　 長 武　 内　 浩　 一

総　　 務　　 裸 艶　　　 長 野　 田　 宏　 美

係長 （副参事） l 川　 修　 平

嘱　　　 托 中　 島　 節　 一子

瑚卜究 企 画 跳 扱　　　 艮 （兼） 武　 内　 浩　 一

専門研究員 （兼） 久　 田　松　　 宇

主任研究員 （兼） 古　 田　 英　 樹

嘱　　　 託 大　 串　 邦　 男

研 究 開 発 科 科　　　 長 阿　 部　 久　 雄

専門研究n 久　 田 松　　 学

主任研究員 桐　 山　 有　 司

狩　 野　 伸　 自

研　 究　 員 山　 口　 典　 男

高　 松　 宏　 行

技　　　 師 木　 須　 一　 正

鳴　　　 托 森　 田　 ミハル

陶　 磁　 器　 科 科　　　 長 薦　 石　 哲　 也

専門研究n 矢　 野　 鉄　 也

主任研究員 秋　 月　 俊　 彦

吉　 田　 英　 樹

研　 究　 員 河　 野　 将　 明

技　　　 師 小　 林　 孝　 幸

山　 口　 英　 次



雄　　　 鳥 現 11

沢 （科 ） 別 配 置 状 モ兄 （現 且 ）

所 長 次 長 総務 課 8 究企宮琵 研究日粟詳 陶磁器科

事務 吏員

技術 吏艮 （研 究艮）

3 （1）

12 （3）

1 1 1（1）

1

（3）

1

7 5

　 （技 師）

嘱 託 且 （非 常勤）

3

3

l

1

2

計 21 （4） 1 1 2 （1） 1（3） 9 7

所　　　 属 職　　　 名 氏　　　　　 名

所　　　 長 福　 村　 喜美子

次　　　 長 山　 卜　　　 攻

総　　 務　　 課 課　　　 長 （兼） 山　 下　　　 攻

専　 門　 幹 松　 本　　　 陸

十　　　 ∴ 中　 島　 節　 子

研 究 企 画 課 課　　　 長 （兼） 山　 下　 行　 男

専門研究員 （兼） 久　 田　松　　 草

研　 究　 n （雅） 吉　 田　 英　 樹

嘱　　　 祀 大　 串　 邦　 男

8 f 死 闘 発 科 科　　　 長 武　 内　 浩　 一

専門研究‖ 阿　 離　 久　 雄

研　 究　 員 桐 111 有　 司

吉　 田　 共　 樹

狩　 野　 伸　 白

山　 口　 典　 男

高　 松　 宏　 行

技　　　 師 木　 朝　 一　 正

嘱　　　 託 森　 田　 ミハ′レ

陶　 磁　 器　 科 科　　　 長 山　 下　 行　 男

専門研究員 兼　 石　 哲　 也

矢　 野　 鉄　 也

久　 田　松　　 草

研　 究　 員 秋　 月　 俊　 彦

技　　　 師 ′ト　 林　 孝　 幸

山　 口　 英　 次



事　　 業　　 名 決　　 算　　 額 備　　 考

窯業技術 セ ンター 運営費 70，gO2，56 7

依 頼試 験 費 l．4 13．00 0

安 托研 究 費 37l，49 0

経 常試験研 究費 30，734，67 6

達 雄 プ ロジ ェク ト研 究 3，6 12，42 2

（生理 活性機 能 を持 つ無機 有機複合 ナ ノシー ト

材 料の 開発 と応用 ）

連 携プ ロジ ェク ト研 究 飢 1，00 0

（藻場 再 生の た めの食蕃動物 対策技 術開儀 ）

公 設試 分 野融合研 究会 4 10，00 0

公設訊 機能 強化事 巣 1、663、64 8

新 製品 ・新 技術共 同開発事 巣 1，78 5，50 0

科学技 術 に親 しむ環境創 出 支援事 業 100，00 0

長 崎 県知 的財産活 用推進 事業 1，538，14 4

産業廃 棄 物 リサ イ ク′レ研 究l刈発耶 恭 1，5 1二≧，畠00

嶺 術人材巌 虎猫業 3，4 18，00 0

は りつ き指導群発 1，18 8，30 0

合　　　　 計 119，4g l，54 7 本間執行 分 を含 む



6土地・建物（平成18年4月1日現在）

（1）敷地面積　　20．848ポ

（2）趣物延両横　　5．693d
（3）構　　　造　　（鉄筋コンクリート2階建）

（4）配　置　図



名　　　　　　 称 ＝二様 ・性 能 ・型 式
製 作 所 名　　 芸 芸

誼 皿 電 冤炉 最 砧使 用 狙 度 1．60 0℃

裾 熱 体 力 ン クル ス ー′もー・氾

大 北 炉 材

細 孔 分 布 ね 定浪 鰹 水 奴 旺 入 式 2．8 80 blr カ ′レロエ ル パ

イ タ ず ク ト三郷こロ ー ラー オ ッ ト　 ハ ー マ ン

振 動 ミル F V －2 0 ｝火 化 工機　　　　　　　　　 ら2

高 温 曲 げ 試 験 機 1．6ひ）℃ ， 試 料 蝕 10本 マ ′レイ

軟 X 般 避 止 出 力 1研 K Y 】く級 ， テ レ ビ方 式 叔 芝

X 段 マ イ ク ロ ア ナ ラ イザ ー 分 析 範 囲 ：H→U

コ ン ピュー タ ヨ ：／ トロー ル

日本 屯 丁－

ス ク リー ン 印刷 機

ス ノくチ 7’セ ミマ ナ ッ ク

ス ペ チ ア

フ リ ッ ト溶 解 炉 α1T－ F ll D －2 X 大 池 炉顆

サ ン ドブ ラ ス ト 7 ヨ ーLF型 芙 蓉 商 宰

全 有 検 尿 無 汁

－

偽 渉 製 作所

ポ ー ′レミル 2 5 L、 50 L、 10 0 L 牧 野 錬 ⊥所

モ ノ ク ロス キ ャ ナ ス キ ヤ ＝ カ2 2 2 Ⅱ型 大 日本 ス ク リー ン 恥 螢　　　　 H l

バ ッ ドブ レス日】別 段 Ⅳ S－ 40 28 製 封l戸像 威 厳 作 所

ス ク リー ン プ ロセ ッサ ーー H S P－ 1（巾120塑 ミ ノ ダ ル ー プ

コー テ ィ ン グマ シ ン ハ ラハ 一日l l型 ハ ラハ ー・

自動 焼 成 ガ ス炉 有 効 帝 碩　 0．加 ’ 托 針 子t

耐 火 度 測 定 用 醸廃 ア セ チ レ ン炉 郁 且1．錮 ℃　 移 動 式 品 田 簡 会

ガ ス タ ロマ トグ ラ フ G 3 0（即 日 日立 盟 作所

濾 過 率 測 定 畳 m T－1 D型 日本 屯 色

元 来 分 析 漠 阻 エ レ メ ン タ ル γ ナ ラ イ ず

l lOE型

カ′レロエル バ

E円山 自動 定 丘分 析 シ ステ ム S p r iピコ皿 、Tド6 60 日本 花 子

遠 赤 外 線 分 光放 射 計 J I R－ 【か）0 日本 浪 子

粉 衰 X 絞 出 新 装 丘 日本 フ ィ リ ップ ス

レー ザ ー 回 折 式　 鹿鹿 分 布 測 定 裁 定 ′／」‾ラ ス

ガス 窯 コ ン ピュー タ制 御 旺 計 社

ガス タ ロマ トダ ラ 7 庶 丘分 析朋 G C舶 一色P2 00 0几 島 津 製 作所

曲げ 強 度 試 験 地 A G －2 0（巾D 血 介 製 作所



名　　　　　　 称 仕 様 ・情 態 ・型 式
製 作 所 名　　 器

鮫 肋 流 動 乾 娩 楓
－

中 央 化 工 機

● t ■■ l■ U T C－ 110型 （セ ラ ミ γ ク ス用 ）

‾～′レイ

イ オ ン タ ロマ トグ ラフ 分 析 鵜 匠 IC 700 0 E I一山巨Ⅷ ／ 1F 硯 河 アナ リテ イ カ／レンス チ　　　 〝

（サ ‾′レ ッサ ム■J こ〉 ム メ

炭 森 分 析 装 置 E】IA －6 11

（管 状 花 見 抵 抗 加 熱 炉 方 式）

鍼揖 製 作 所

原 子 吸 光 分 光 光 度 汁 分 析 惣 値 S▲S7 50 0 仝 波長 執 域 バ ック ダ ラ ウ

ン ト’補 正

セ イ ］r 亀子 工 蒸

赤外 分光 光 度 計 】即 C　 F T I尺 （フー　 ニ⊂交 換 型 ） パー キ ン エル マ ー ジ ャ パ ン　　 〝

憫 ぶ ブ レ ス ES E－6 2 6－00　 10 トン 光注 油 旺 蝕 絨

微 小 蔀 Ⅹ銀 回 折 張 出 JつX－3丘30　 PX －1机P 2 ∩▲ 1屯子

企 金 型 電 子 戒 猟 隠 JS嵐－8 30 0 r　 電 界 放 射 型 【l本 電 子

ス プ レー・ドライ ヤ ー T R S－ 3 W （遁狩 亀 田 4 0－ 70 〝■〉 板木 技 研

真 空 土耕 機

－

木 田欽 ⊥

石 膏 型 三 次 元 加 工 縫 A丘一別 － Ⅱ ナ ガ サ キ マ シ ナ リ【－

粘度 測 定機 RE ‾ 33 0 6 山寵

7 イ′レタ ー フ■レ ス

－

マ キ ノ

進 塁 ポー ／レミル 粉 砕 態 力 ：l ln以 下 フ リッチ ＝し・ジ ーY パ ン　　　　 H 5

硬遷 通 産 判 定 鵜 匠 坪 最感 度 l 叩 ホ ソカ ワ ミク ロ ン

擁 訟 イ ン ピー ダ ン ス 測 定 機 囲 ま 放 10月Hヱトー3 2Ⅶ1z

仁 L が野間定 可

正 鮎 テ ク ニ カ

分権 ・過 咄 旺 測 定 用 腑 折 渡癒 人 力 チ ャ ン ネ ル 敦∴ 3 ア ドバ ン テ ス ト

周 波 数 10日乙－ 1別状貼

ス √ ク トト ムム 野 」定 pJ

雰 困 栗 炉 情 ・H ≡・u tガ ス 使 用 pJ 中外 炉 1＿粟

分 光 劉 色 計 パ ソ コ ン制 御 方 JくJ TS に 準拠 ミ ノル タ

ガ ス 感 度 判 定 表 鐙 CO ・C O i ・0】 血沖 製 作 所

お 温 X 瓜 臨】折 盤 丘 室 温 ～ 1 50 0℃ で 洩」走 pJ能 日本 屯 丁

ゼ ー タ奄 位 拙 走機 レー ザ ー ドップ ラー 方式 人塚 電 丁－

ガ ス 漕 週 率 潤J京 染 阻 平 板 用 、 民 力根 知 式 ア ジ γ鐙 化 昔

ラ ボ ブ ラ ス トミル 鳳 大 トル ク 600 yコ 文盲半均 増

レーーサー 麒 籠 絞 レー ザ ー ム 式 リアル タイ ム鈍 抱

■8 Ⅹ16 5 0℃ 加 熱 可

レ【－サ ーーデ ッ ク　　　　　　　　 H 7

薄膜 X 般 回 折 ア タ ッチ メ ン ト 人 射 角 固 定　 2 8 走 査 日本 フ ィ リ ップ ス



名　　　　　　 称 仕 様 ・僅 憶 ・型 式
製 作 所 名　　 器

遜 る且盟 ガ ス焼 成 炉 シ ステ ム HT ㍑方 式T 一般 影 ・録 画 ・酸 化 ・置

元 晩 成

ノ リタケカ ンパ ニー・リミテ ド■ l H 7

イ ン タ ー ネ ッ ト及 び 所 内 u シ ス テ ム 7 C P／ lP及 びにt hoT n■t 粟 生

高 jg 混 合 迩 鴎 転 勤 逓 書道ム■式 、 処 理抱 薩 加玩 ／h

（最 高 ）

文 武 製 作所

小 型 試 料J成形 捜 掛 水 庄 加ば 式部 血 ゆ ×10 0山 一 ア プ ラ イ ド ・．くワー ・ジ ャ　 什

バ ン

n ■川H ◆● ソ連 式ニ 春 宵 屯 闇

取 分 折 装 匠 苗 字且 （塞狙 － 1600℃ ） ま で の腔 勺投

収 縮 が 汎定 可 臆

島 津 製 作所　　　　　　　　　 H 8

上段 具 添加 炉 発 熱 体 炭 化 ケ イ素 梶 山 工 芸

携 併 用 マ イ ク ロス コー プ’ 可 鞄 型 、2 5偶 ～ 17 5僻

15 0倍 、ぷ0 0惜

キー コ亡こ／ス

欠点 画 像 取 込装 脛 10修 一 7 6停 ， デ ジ タル カ メ ヲ付

（政 夫 8 枚 、 J P E C 圧 桁 〉

一

払 底 分 布 測 定褒 鑑 X 扱 遠 退 式 マ イ ク ロ メ リテ ィ ツタ ス　　　 H 9

原 料 混 練威 力 シテ ィン グ惣 置 2 0 0Y ・0．2 T　 5肋 × 10穴 宮 崎 鉄 工

熱 反 止こ評価 ソ フ トウ ェア 1且姐P C耳鯛 用 金 商 又 一 軒 店

赤 外 分 光 光 度 ¶一英 空 加 熱 拡 際 反 射 キ ッ ト 10 00℃ ／l 一飢 o rr／T〔U エ ス ・γ イ ・ジャ パ ン

構 迅 解 析 用 シ ス テ ム P 毒墓非 線 形 解 析　 γエn d oY 3 20 00 ア プ ラ イ ドラ‘ザ イ ン

†杜気 炉 最 高 使 用 狙 度 1．60 0℃ 旺 汁 牡

ビデ オ 鏑像 取込 装置 デ ジ タ ルV T R対 応 人 力 裁 圧 付 き 五 十 ゼ ロ ッ ク ス

レー ザ ー 式 応 力 測 定 液 圧 」E 光 光 籍 遥 検 出 方 式 東 証 光 屯 子 1▲策

3 汐：元 形 状 取 込 装 阿 非 1資性 式 獅 定 視 野域

7 0（一㍑ 00 m

ミ ノル タ

原 子 数 光 分 光 光 度 引‾分 析 シ ステ ム T h 山 ▼ 対 応 島 津 重l作所

送 絶 倒 御焼 成 炉 シ ステ ム ．」給 焼 成 用 九 窓 旺 ぎ「社

画 像 フ ァ イ リン グ肇 匪 電 子 餌 鞍 艶 画 像 直横 取 込

7 日 d川 川丁対 応

日禾 屯 子 デ ー タ ム

イ クザ ク ト三本 ロ ー ラー モ デ ル S 6， 少 丘ペ ー ス ト調 製 用 デ ブサ ジ 十バ ン　　　　　　　 H 11

漁 色分 析 張 陛 m とm ▲は 15 00℃

【6 C lま600 ℃ まで 好 ！払可 能

島 部 製 作所

F F T ア ナ ラ イ ザ 洲 定 範 囲 ：5川 l～15I H：

打 撃 装 置 ：電 磁 式

マ ′レイ

硝 化 細 菌 固 定化 評価 装 鰹 10 01へ 2 民 力 濾 過 方 式

シー ケ ン サ 逆 洗 制 御

古 川 電 気 製 作 所



名　　　　　　 称 仕様 ・性健 ・型式
緋 所名　　 芸冨

加熱 スデーージ 柚届応力漁定用 ジャパンハイテ ック　　　　　 H 】1

ガス吸史論測定優 艶 吸並立及び吸猫コこ ′レギー一泡定

可、高濃度水感気に対応

元来現⊥

殺】五択戦機 JIS 【：粥O l

「がい し試験方法」の吸湿試験用

前川試験機

鵬．船型屯鈍炉 凪福住朋狙農 1100℃

寧冤導入 ・排煙 ・脱臭装置付属

デンケン

蛍光 X 取分衝立鑑 波長分散型

か1定元東独 l田：b～U

日本フィリップス

鵬温恒温箪 加熱温度範囲 ：定温～500℃ タパイエスべ γタ

タイ′レ成　 用用　 月月プ レス

Z50 トンブ レス

後原欽工所

原料解砕」幾 G眠 －040

箔i挽かl盤

後藤鉄工所

簡易分光都

受光部 二光ファイバ

浜松 ホ トニクス

限■F 作成洪匪‾■式 最人出力相聞0】T血

全自動ガス畷栗丘判定装伍 定率法による比重面積及 び細孔分

布の涌定

カン′タクロム

講節用マイクロスコープ l掛率 ．25f昏～175倖二又は1別個卜牒00

倍
キー‘エンス

赤外線サーモグラアイ 調J定温廠範囲＝一朝℃～l．58 0℃

最小温度分解†針 0．用℃～0．1℃

チノーー

真空ガスl訂換炉 常用：1，000℃

到達江平塵＝帥Pu

リサーチアシス ト

熱也絨分析養償 洩J定．♭ヨ：：示遡 距】良人■式

朗」愈温度錮i凶：畠山～950℃

リガク

ロ■‾フー‘‘■アシン 最大石＃塑寸法 ：探さ200bb （内政）

腐き15仙 （外蛾）

海浜工燕

真空洩【締乾燥隕 PZ 6CS 、除湿丘 L8L、 トラップ、陀

燥温度：ペ柑℃

L∧BCO N C O 社

セラミックス蚊結装匠 CS P－rY －40 S

最大電濾沌那 A ，加 王力＝lO t

エス ・エス ・アロイ



平成ほ牢4月1日税鹿

（甑イ立て円）

世　　　　 銀　　　　 例 M　　　　 条　　　　 例

項　　 日 手 数 I l 狐 価 倒　　 考 頃　　 日 手 数 料 叫 ¢ 鼎　　 考

耐　　　 火　　　 脛 1 ．6 6 0 1 件 Ⅹ　 線　 回　 折 1 ．8 2 0 チ ャ ー ト 紙 の み

吸　　　 水　　　 率 コ．7 叩 解 析 つ き

収　　　 縮　　　 率 1 ，6 6 0 Ⅹ 綽 j蓋 退 校 査 7 ′ 1 6 0 1 試 料 に つ き 写 薫 石松 ま で

定　 性　 分　 析 3 ，7 6 （〉 1 試 料 X 般 ▼ イ タ ロ ア ナ リ シ ス 丁．1 4 0 定 性 分 析 、 1 元 素

定　 見　 分　 析 1 ．7 9 0 1 成 分 偏　 光　 野　 諾　 銃 l ．8 2 0 1 】式 科

＊ 応 用 試 験

1 件

T 6 0 以 ⊥

7 ．1 5 0 以 下 屯　 子　 顕　 詳　 銃

5 ．2 9 0 顔 料 作 蟄ょが 尊 属 な も J ）

8 ′7 9 0
　 】

餞　 度　 眈　 験 1 】2 8 0 節 分 折 合 む T ．0 」○ 成 分 分 析 を 駆 十 る も の

ベ　　 ン　　 ド ＋1 ケ小 気　 孔　 径　 分　 布 コ．5 】0 1 試 料

熱　　 臆　　 戯 1 ノ別 0 ～ 9 5 0 ℃ 挽　 成　 弘　 吸
h 別 表

熱　　 分　　 析 3 】2 6 （） く碓 ・臼 l ・脚 ‾－ L．1 川 l 衝　 撃　 鼓　 さ l ．2 1 0

オ ー ・ト ク レ ー ・ブ 1 ，那 ○ 軸　 適　 応　 力 2 ． 1 2 0

熱　 衝 撃　 弧　 さ 1 ，射 0 1 辞 劃 瑞 浪 度 ま 「1 イ i 膏 聖 二 次 元 加 ⊥ 6 ．5 5 0

比　 濯　 面　 積 3 ，3 0 0 摩　 耗　 試　 験 上．00 0

曲　 げ　 鎖　 さ 1 ㍉ ：10 2 ．悶 0 港 砂 式

見 掛 儀 礼 率 1 ．0 9 0 耐 沸 宰 惟 試 験 5 ．2 9 0

カ　 サ　 比　 止 1 ，0 8 0 ば　 ち　 妖　 駿 2 ．1 5 0

喪　　 比　　 皿 1 ．8 自0 1 鞘 】点 反　　 り　　 試　 撃 2 ′ 1 5 0

庄　 籠　 戯　 さ 1 ．5 4 0 光　 沢　 度　 朗 」 定 1 件

j営 赤 外 線 放 射 申 3 】O T O 1 ウへ ・2 ¢0 ℃ タ イ ル の 寸 決 調 J 定 2 ．2 川

白　　 色　　 償 1 ，0 帥 ＠　 加　 工　 E町　 幣 き1 0 以 上

2 5 ′4 紬 以 下

矧 」褒

錦 込 泥 腫 調 整 1 ，3 2 0 粘 度 劉 定 含 む

ピ ソ カ ー ス 硬 度 1 】9 0 0 ・′ イ タ ロ 1 駄 科

供 掛 川 遼 不 緊 の も の

雌 雄 明 石 謄 本 突 付 手 数 料 3 5 0 1 件

晩 成 試 野

条 什 素　 焼 ノト　 煉

甜 （m l

Z ．ヲ1 （） 3 ．8 8 0

3 ．7 舶 5 ．5 0 0

d ．5 銅 6 ．2 5 0

應 伴 素　 焼 盤　 焼

容 積　 仙 ■〉

1 0 未 滴 1 ．7 4 0 2 ．5 1 0

柑 以 上 2 0 兼 油

2 8 以 上 － 6 ．3 〃0

＠ 加 工 嗣 鞘

憮 り 又 は 所 要 l削 閲 が 短 い も の 1 －1 00

横 磯 又 は 所 聾 日 数 が 1 日 程 度 の も の 2 ．5 7 0

綾 鶴 的 に 越 し く 所 せ 日 数 が 1 日 を 越 え 8 R 以 6 ，0 4 0

内

技 擁 的 に 非 常 に 難 し く 所 要 口 数 が 5 1］ を 越 え 2 5 ．」8 8

る も の

Ⅶ 耳1 又 は 所 暫 時 l胤 牲 短 い も の l l ¢

所 要 日 数 が 1 日 敗 度 の も の 2 ，7 1 0

所 要 日 数 が 1 日 を 越 え 3 日 以 内 5 ．1 7 0

所 要 日 数 が ：1 日 を 越 え 5 日 以 内

技 術 的 に 照 し く 所 要 日 数 が 5 日 を 越 え 10 日 以 内 1 －l．2 5 0

技 術 的 に 非 常 に 離 し く 所 更 目 数 が 1 0 日 を 虚 え 2 4 】」9 （1

る も の



破　　　 調　　　 名 用　　　　　　　　　　　　 拉 於 脛 純 良 名
倹 用 料

（門 ／時 間）

ジ ョー ク ラ ッシ ャー 卿 土 関 係 隕 石 な どの粗 粉 砕 製　 ±　 立

⊂コ】 ／しク ラ ッシ ャー‾ Ⅳ　　 中粉 砕

ス タ ンプ ミル Ⅳ　　 微 粉 砕 （乾 式）

ス プ レー ドライ ヤ ー セ ラ ミッ ク ス微 粉件 の 作聖上

ポー ル ミ′レ（2珊g→ 100甑 ） J　 の微 粉砕 （湿式 ・乾 式：）

振I b ミル （2 0了：） （　　　　 ） 42 0

ア タ リ‾アイ ザ ー （　　　　 ）

ポ ッ トミル （　　　　 ） l00

振 動 流 動 性 晩 喋 原 料 の 水 分 を除 去 し隠 躁扮 作製

フ ィル タ ー プ レス 5K g～ 201 g程 度 の 原 料 を脱 水

水練 装 匿 （移 動式 ） ス タ ン プ ミル 粉 砕 した原 料 を相

振 動 兢 水 億 した見 終トを分鋲

其 聖 二ヒ練織 陶 土 を織 り気 泡 を抜 く

瞼鋏槻 肌 絶トの 鉄 分 合取 り除 く 62 0

旦 L 型 ニ ー ダ ーー 高粘 推 称 土 の 混 拙 舅

挽 絆 装 置 緋 込み 泥 躾 の 揆 搾 成　 形　 塞 4 0

自動 乳 鉢 絵 見な どの微 粉 砕 開 放 試 験 立

踵 料 混 合段 瓜 料の 混 合 製　 土　 韮

石 膏 坦 ロ タ ロ 石 井 塾 路傍 石 膏型 の成 形 用 、原 型 用 石 膏 成 型 墓

苅 空 讃 絆職 石 下 ス ラ リー の 娩絆 ・腕 笥

ポ⊥－ル 独 石 膏型 噂 の 穴 あけ加 工 用 100

事前 研 削盤 石 膏型 の 乎覇 （平子了） 研 削 加 」一

石 膏 型 三 次 元加 工徽 石 露盤 の 白■b加 工 Ⅶ 廠 試 験 塞 1，6帥

舶 ロタ ロ 成 形 関 係 各 緒匹 作 品 の機 械 ロ ク叫　 形 成　 形　 壷

各 慮皿 の 自＃1成 形

」王力 持 込楓 各 穂試 作 品 のj王力餌 込J成形

乾燥 祷 ／ハ イチ ソ7 ’オ ー プ ン） 生 地 な どの 温 風 乾操

押出 し成 形 峻 バ イ ：′ヤ 棒 状 の 成形 体 色練 土の状 態 で5宜る 跡 1粗 雑 塞 18 0

ロー ラー成 形機 圧 き 10皿 ～2仙 ■、巾酌 SO c皿へノ4 0c■の陶 枝 作 製 用 製　 土　 巫

≠ 戚 ブ レス 試 験 用 顔 料 の ル ス成 形

慮 形 整 粒繊 押 し出 し晶 の 転 I bに よる球 形 塾搾

破 砕 式 j宜粒 機 船 ・仮 焼物 の 破砕 に よ るj宜粒

甘岬 造 搾繊 セ ラ ミッ クス の 押 し川 し癒 搾

高速 混 合j立位 欄 首 扮 な転 勤 に よ り遷粒

小撃 試 料成成　 棉 静 水庄 に よ り試 料 の成 形

新 型 ロー ラーーマ シ ン 碗 奴の 自助成瀬 （〈－ツ ドの ス ライ ド可能 ） 成　 形　 塞

／くッ ド自」削 縫 一式 縫 付 ・加 飾 バ ッ ド （シ リコー・ン相 応 ） に よ り器 物 に 自】劇 製　 土　 皇

ス タ リーーン印劇 漁 （手動 ） テ’†‾ィノ関 係 ス ク リー ンに よ り転 写機 の 印 刷 、 転 写 加 飾 研 究 基

（半 自動 ） 】110

モ ノク ロス キーY ナ ー 原 綿 を ポジ 、 ネガ フ ィル ム に分解 2．兆 0

コー テ ィ ン グマ シ ン スク リー ンに感 光乳 剤 を 自動 的 に コー ト

三木 ロー ラー 但 典や 脛 粁 の鉛 砕

製 版 滋 破 粛 佃 底 の作成 18 0

サ ン ドブ ラス ト機 砂 を噴 射 して 、 帯前 の 衣扁 を レ リーフ加 工 工　 作　 覆

∂次 元 ゴンヒ◆．－，－タ’ラ7 ィけ シ神 ⊥ コン ビ㌧い－・タ一 に よ り a 次 元の 形 状 を創 作 デザイン研兎墓

版 下 出 力華 脛 コン ビ∫一 夕一 に 上 り版 下 を作 製 加 飾 研 究 域 2．2 10



硯　　　 滑　　　 屯 用　　　　　　　　　　　　　 途 設 四 部 尻 名
使 用 料

（H ／時間）

デジタル辟」王肝 加甥 ・評価 版や印刷物のJ耳み卿」定 加 l汚寸評究 塞

Ⅷ気炉 （10甜未満） 焼 成 関 係 テス トピースの焼成柑 用 花　 見　炉　 鶴

高温屯気炉 ア′レミナなどの焼成 （約 1600℃まで）

7 リット溶解炉 ガラスの酔造 （約川00 ℃まで）

小型熱処魂炉 急熱急冷棚 や′トさい試料の焼成

郡氾雰【ヨ！覆，F ず試写の露囲見で荊狙晩成（釣200 0‘C まで） 2，158

可変雰出銭炉 真空及び水蘇詳凶包帯で焼成（約 1700℃まで〉 2，抑）

花見炉 （10m 以上〉 製品の焼成試験用ば】130 0℃まで） 開 放 試 験 京

ガラス溶解炉 ガラスを l 口K g 製造 焼　 成　 壷

自動焼成ガス炉 （○，11コ’） テス トピース及び製品の焼成

（0＿a （’）

仙 5b a）

j量元用電気炉

大型内項用ガス漂 大型内項 り吋110ぐ℡角）妖成用 2，OSO ＊

通祝盟焼成炉 像戚中の様々な現組の観察 6，600 ♯

曲げ強度試験機 試 験 四 億 陶磁督用材料導の曲げ醸さの測便 材 料 試 験 室 ，1日）

尽托試撃【栂 紬渠や上絵瓜打等の犀雄性についてi咽 l

（搭砂式） 開 放 試 験 室

耐J玉顔綾織 レンガヤ拙 製品の圧縮強度の測定 材 粁卜試 験 纂

衝撃試鵬 触感器別品のインノタト、チ ッビング試験

芯狙加血糊 懲鋳 増築等が加熱により溶 ける状陽の覿覇 覇2物性測定茎 1＄0

汲j重訳戦機 素地の，魔法状態を観娯 fI 料 試 験 姦

『I謹官書生試験機 那覇用粘土製品の襟首に対する1在抗l生を覿車 50

白配分光光度肝 肘卿 ・評価 総員、鰐料のスヘクトル講l定 郭2俸野分析宅

分光測色計 関係 焼成晶の白きや色礪測道 暗　　　　 室

赤外分光光度針 瓜粁トや石段材絶トの成分測定 笥2勧 新宝 購0

遠赤外線分光放射計 セ ラミックスからの放射コニネルギ 一泡定 電子顕微鏡壷 1，258

E円山自動定住分析システム せ面や内払の小さな部分の成分分析 2，（巧0

偏光顕隠娩 がこ物などに含まれる銘品形態の親醜

自動密度計 生原料や晩成粉末原料の密度を耶定 瓢倣 闇脈 娼 絢

全自動ガス吸紺湘定装贋 粉体の表面機を測定 1．220

熱分析洪匪 鉾l土や原料の加熱梵化の測定 1】1封）

熱匝那 柑橘灘 材料の熱伝埠率の判定

表面あらさ引‾ 試験体ヤ素材の微小なま面形状のねl定 村 野卜試 験 毛 ÷叫

ガスタリマ トグラフ貿丑分析計 れス成分の分析 相囁 ㈲渡 睦

正課分析粛 粉体に含まれる成東立森の測定 謂2物性測定塞 2，500

微小ピッカーース硬度引・ 軸藁時の硬さ測定

ゼータ硯位判定装置 粉体の童面町荷の那厘 ウ20

粉末 X 繰回折装置 原料の種恒や成分測定 X　 躁　 壷 2，】（拍

微小郎Ⅹ線画折張倒 小さな部分の粉末Ⅹ繰回折測定碩勺100p■量で〉 1．850

高温1 線回折装置 高温 卜での原料や材料の状態調原 2，コ：10

膵子奴光分光光度針分析出札 ね ・カ ドミウムの執り定 製 品 試 験 室

ガラス物性減産執 ガラスや紬銀の粘性汎蓬

レ【ザー鵬認麒 農晶変面形状の測定 笥 1細 定塞 1，紺）



温　　　 雅　　　 名 用　　　　　　　　　　　　　 途 設 匹 昏 用 名
使 用 料

（H ／時間）

p H メーター

細孔分布測定用

計測 ・評価

蘭併

泥軒などのペーハーを測定

石膏等多IL F 材の吊．の大きさ及び宰1合の測定

材Ⅶ 筆耕 嘉 門○ 岨∫釘

1．S20

ガス透過率内定捜 セラミックス抜のガスの通 り具合を測定

熱膨張計 焼成した誇他、軸薬の熱腱 そ測定 嘉ユ怜惟測定軍

レr ザ“回折式粒虎分布測定蚕荘 粉体粒子の大きさや都合をj且速に測定

X 農カニ軋度分血判正装置 陶土 ・粗茶等の組子の大ききや間合をがJ定 620

走査型亀子鮒微奴 製品内部や粒子形状を拡大 し且療 電子折微疲韮 2，T50

■＼■★印 軍書品内部の欠点をt 眉 打 撃卜試 l臣毛 l】0割）

オーートク レープ 検具などの安産性欲験

椅筆硬度粗 韓 粕粟の強面硬度わ測定

厳　 靭畦畦 」産装置 素材の破損桝性鉱を耶産

ピッカース硬度帥 材料のピッか－ス硬変を測定 材 料 研 修 登

l由層応力調」定装置 袖 と来他の通告状態を測点

可慣性測定装便 陶土の粘1生や可鞭だEを測定 Ⅶ 諾研 修 室 610

携帯用マイクロスコープ 製幽の表面を拡大 し観察 技 術 研 究壷

レーザー式比こ力判定装置 軸渠．上ノ隆興の内飾郡間定 打 撃卜試 験 室

領光 X 線分析装置 試料の定性、産土分析 弟 2機霊分析室 ち0川

デジタル濯ダl光沢椚‾ 磁器の衷匡Fの光沢度を童■定 暗　　　　 毛

赤外線サーモグラフィー 製品の表面礪 をカラー画像で親嶺 間発 研 修 壷

★t 加 工 関 係 工具などの平面軒別加 工

ダイヤモンドカッター▼ 某地など高精度切断用 沖 ）

7 ライスボール盤 金爪や焼成晶の穴あけ加⊥用

ノコ倒 ロタロ用ヘヲ作製などの切断用

セラミック用オピノコ セラミックスなどの切断用

マル トーカγダー 別荘用紙料などの切断用

飲料抜取装鰹 測定用飲料の抜き取 り加 工

マイクロカッター‘‘ 小さな原本トや材料の精密切断 耐火度試験室 ほ0

グラインダ・－ 各様試料の山出 し・ね研腐 屯子顕微鏡壷

ダイヤ珊 射装置 芯精度研鵬 にダイヤモン ド砥拉の自動供給 袖 ）

琢磨機 測定用供料の蹟面仕上げ

高緯度l訂脛機 （ラップ横合む） 判定用試料の研歴任上げ

疎科解砕繊 プレス杯土の解砕 製　 士　 壷

タイル用プレス機 触 角のプレス成形 焼　 成　 盈 1】紀0




